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論 文 内 容 要 旨

稲は、小麦に次いで生産量の多い主要穀物で ある。稲の生産力の向上 は・食糧危機が憂慮 されている

今 日、世界的に重要な鐸題である。稲の生産力は・ いわゆる草型改良によ って飛躍的に増大 した。 しか

し、稲 の生産力をより高めるためには・茎葉同化部 の改良とともに・稲 の最終産物である穂の構造・穂

サイズ、籾サイズに関する研究が重要である。

E㎎ledowand輪dham(1923)の 提 唱 した収量構成要素 の概念に もとついて、籾数を株当 りおよび

穂当たり総籾数 として取扱 う方法は・収 量解析の方法 として農学研究 の中で広 く採用されてきた(角 田、

1958)。 しか し、 稲(OryzasativaL)に お いては・ 総籾数 として取扱われ る籾 は、 一次、二 次

さ らに品種によっては三次枝梗籾か ら構成 される。 これまでの研究 において、水稲では、一次枝梗 に着

生す る籾数は約5.5粒 で ・広範囲の品種で大きな変動がみ られないこと(真 中 ・松島、1971)、 栽 培技

術的に籾数を変化 させ た場合、総籾数 の変動は一次枝梗数 よりも二次枝梗数の変動により強 く依存する

こと(松 島、1971)が 指 摘されてきた。 さらに、穂軸節位 によ って、また一次 と二次枝梗 によ って、

籾 の登熟速度 と最終乾重に差異のあることが長戸(1944)を は じめ、多 くの研 究によって 明 らかにさ

れてきた。一 方、育種的には、総籾数を確保 しつつ、その中で登熟に有利な一次枝梗籾数の割合を増加

させる育種 の方向が示唆されてきた(櫛 淵、1976)。

本 研究は、穂軸節位 ごとの一次枝梗籾数、`二次枝梗数 と二次枝梗籾数の変動および穂形質の品種 ・生

態種間差異、二次枝梗籾数の穂軸節位における分布パ ターンによ って分類 した穂型の遺伝と栽培条件に

よ る変動、穂型および穂形質 と登熟速度の関係を検討 した ものである。

1穂 軸節位別二次枝梗籾数による穂型の分類

穂型の分類には、 日本型10品 種・陸

稲3品 種、 日印交雑種2品 種、大粒種8

品 種、イ ン ド型9品 種を用いた。二次枝

梗 数および二次枝梗籾数の穂軸節位にょ

る変動パター ンによって稲の穂型を分類

した。

なお、穂型の分類においては穂軸節位

比 も参 考とした(第2図 のR)。 穂 型 の

表示方法は第1図 に示 した。

稲 の穂は1～Vの5つ の穂型 に分類 さ

れ る。1型 は二次枝梗籾着生下位優勢型

(以 下、下位優勢型 とする)・ 皿型は同

じく中位優勢型(以 下、中位優勢型 とす ・

る)、V型 は同 じく上位優勢型(以 下、

上 位優勢型 とす る)、 皿とW型 はそれぞ

れ1と 皿および 皿とV型 の中間型で ある。
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Fig,2.Classificationofeartypebynumberofgrains .レ
onthesecondaryrachis-branch
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各穂型の穂軸節位比は1型 は43～3.8、 且型は3.8～2.8、 皿型は2.6～L9、W型 は1.9～1.6、V型

はL6以 下であった(第2図)。

生態種は、それぞれ特徴ある穂型を示 した(第3図)。 す なわち、大粒種は下位優勢型(1～ 皿型)、

日本型品種は中位優勢型(H～ 皿型)、 イ ン ド型品種は上位優勢型(IV～V型)を 示 した。各穂軸節位

の一次枝梗籾数は どの穂型の品種で も大 きな変動を示さないが、 多い品種 と少 ない品種では約2粒 の差

が あり、イン ド型品種で多い傾向がみ られた(第4図)。

2穂 型の遺 伝

上位優勢型 の帽子頭 と下位優勢型 のレイメイを交雑 し、両親、F1お よびF2世 代 の穂型を調査 した。

(第5図)。F1世 代 の穂型が母本の帽子頭 と同 じ上位優勢型を示 したことか ら、上位優勢型が遺伝 的に

優性な形質であると推察 され る。一 方、各穂軸節位の一次枝梗籾数は両親は もちろん、F1、F2世 代 にお

いても約6粒 でほ とん ど変化 しなか った。それ故、 この形質は優性な1遺 伝子によ って強力 に支配 され

ていると考えられ窺 烹琶炉

穂型の遺伝様式は、F1の 穂型およびF2の 各穂型の出現頻度か らA、B、Cの3遺 伝子が関係する2

遺 伝子劣性上位 と推察 される(第6図)。

}方
、二次枝梗籾 に比較 して登熟が有利であると考えられる一 次枝梗籾は、F1、F2世 代 ζも穂軸節

位によって偉 とん ど変動を示 さず、一次枝梗籾数を増加 させるための遺伝子源の探索の必要性を示唆 し

て いる。

3栽 植密 度、 肥 料 水準 を 変 え た場 合 の 最 長 桿 の穂 型 の 変動

下位優勢型 の1型 か らStirpe136とAnthocyaロe、H型 か ら密陽23号 と再建、中位優勢型(皿 型)の

早生統一 と農林8号 、上位優勢型(V型)のPanbilaと 導 人橋の8品 種 を用いて栽植密度、肥料水準 の

変化に ともな う最長稗 の穂の穂型の変動を検討 した。

栽植冨度、肥料 水準 と穂型の関係をStirpe136、 農 林8号 、Panbilaに?い て第7図 に例示 した。

どの穂型の品種で も、同 じ肥料水準で栽植密度を高めた場合、 同じ栽植密度で肥料水準を高めた場合 よ

りも、穂当 り一次枝梗数、各穂軸節位の二 次枝梗数 と二次枝梗籾数が大巾に減少 した。 とくに下位優勢

型の品種では、下位穂軸節位の二次枝梗数 と二次枝梗籾数が顕著 に減少 し、中位優勢型に変化す る傾向

がみられた。 中位優勢型の品種は栽植密度、肥料水準 による変化が少なか った。上位優勢型の品種 は、

とくに、下位穂軸節位 の二次枝梗数 と二次枝梗籾数 が減少 したが、上位優勢型であった。上位穂軸節位

の二次枝梗数 と二次枝梗籾数は上位優勢型 の品種で も、下位優勢型の品種で も栽植密度、肥料水準 によ

る変動が少ないことが認め られた。 また、各穂軸節位 の一次枝梗籾数 はどの品種で も約6粒 であ り、い

つれの区において も変動 しなか った。

一200一



Mao-zu-taa

・ll

～17

P1●

・}21

31b/6

11/
642 2468(C

1

一

『

幽

一

一

響

.

F

.

圏

一

F

Q
,

7

5

3

1

generatlon

?Rリ

ヤ

← ＼

キ ＼
←t・
Il
ヨ

?ノ ●
ロ

鰐 ●/
ノ/
騨 ●/

〆/b
●ノ

'/ロ

♪//一

Reimei
一 一

日鳳 .

一一褥＼

9 一 触 ＼

一 φ び

7一 一 ら ＼
L

, ・o～ ●

5十 {
一

3

'PI●

一.i

一一 げ 吻/

i十 ん/●
1 塵,.

'/
rv

64224681012

F2generation

Intermediate

642

642

晦0一 ・ZU-tao

:3typ・
◎ ←

や へ

凸
9.声
◎ 戸

り/

9〆

φ!b
　

2468、10

Fig.5・Eartype

2468

!13エ
?やtype
'?マ

● 目 一
?ヤ

s 一 喚 へ
層

● 9十 一 φ ＼

一

7

　

L

一 φ へ

一 ≒ ＼

t1.
9 1

●

s

e

ゐ
Ll

5一

一

3t

● 一

一

i__._,

一 曾 →

/.`/

φ 戸

9ヅ
1め 石,/
ar7

642246810

・fM・ ・一・u-t・ ・,k・im・i・ndth・{,p・ 。9,nies.

Reimei

13一 ●rttype

唖

● 目

● 櫓

9

●

7

,r

骨 ヤ

憎 気
^キ 帳

リ ヤ
ー 馬 ＼

一 ≒ ＼

一 画 ＼

1r5

●

一 峡.＼

一d議

●3 一 φ ←

●
,… 蝉q

1

ei一

脚L..

一 φ 〆
'/
'6'・ ●!1一

-7

64224681012

一201一



一

Eartype

and

genotypeof

parenしs

hlao-zu-tao

'ABC

Reimei

abc

Ear亡ype

and

genotypeof
Flplanti

FIplant

ABC

F2ge.ne「ation

Frequency

Heading(!)

Non-heading*(2)

Pooling(1)&(2)

Genotype

Frequency

Mao-ZU-t二ao

type

Intermediate

type

Reimei

type

ABC

27

2.82

24

306

ABc

9

167

9

176

AbCaBC

99

92

L

94

AbcaBcabCabc

3331

Erected 324 !62 90

Eartype

of

Fzg!ant

.,

xtest 0.5>P.>0.3

"distributedproportionallytothenumberofheading .

Fig6.Amodeofinheritanceofeartypeestimated
fromacrossbetweenMao-zu-taoandReimei.

一202一 一



(A)Stirpe136

LNu
L1 .

●、

日 り ＼●

b戦
Y

v

り 」、唖
、

璽'L、
飯'へ 、

5 ..,

5 1、
晶

1

■ 幽

iS''
ノ6

1■ 幽1'6!'幽 ・一

II

り

ア

5

5

1

想6420

口

SNo

や
角

、

!

＼

.
/

、

ノ

＼
し
∵～

嘆
9
p
噸
,

.、

"

Q

=
O

lI

v

ア

5

」

u

Y

7

5

」

,

融

、

DNa

　

＼
、
ノ

＼

!

蝋
」～

q
》

戸
・

2喝561ひ 膠14lb5炉 ・ 躍u245睦[Ulz86`z。24`麟80」2

LNG

　

＼

,,
ノ

＼

、

.メ

し

、

、

軸
へ
～

≒
「
9
?
ρ
ヌ

564202・6昌1013M

SNP

11
.

Y

・'、

向 へ・ 、

q、 亭
7
.儀 鉄

、
り ■、

5 `δ 、=1

←,●
」 tf,'
1

f1'
6'
."

,晶 .塵一 ■ 塵 φ 塵L'塵

ll

v

a

5

3

1

へ

触 ＼

、

ゐ
,

声

、
臥

DNi

、
＼
し

ヤ
9
/.
ノ
!

U64202466・10L2鯉6`3034`810匹2

.P LNz

1ご19'9
・'挿へ

.

li..と'へ
」 、
・6● 、、

三 、

9t y ti、
.・ ■

亀
甑 、

7.' り
、

、 、
P 、

十, ＼
5

;
'● ゆ、
;

rr 、
層

5 ・ φ e
. '

. ・ ゆ γ
幽

1層 畠 ノ6
'」' !

1畠 邑一'1 L邑 ▼ 一
Ib"邑 」1

団
SNs

コ

＼

,,ノ

'

＼

γ

.＼

,

、獣
い
曳
～

～

;

ノ

9

?

5

3

ー

M

Y

a

5

」

1

・

DNs

＼

ノ

`

＼

ノ

し
＼

、

9
q
、p
p
9
戸

」り
《

u64zロz4◎ 巳19亀 鴇 し4幡 田 も 帖zozら ・.、5u塒 亀2隔 ◎ 亀202奄6● 鵬 」2

Fig,7.A-CChangesinnumberofgrainsontheprimary

rachis-branch,thesecondaryrachis-branchandgrains

onit,andeartypeasinfluencedbyfertilizerleveland

plantingdensity.

●「一 一 ◎:numやerofgrainsontheprimaryrachis-branch.

●一一一一一一●:numberofgrainsonthesecohd£ryrachis-bran¢h;

●o:numberofthesecondaryrachis-branch.

L:sparseplanting,S:standardplanting,D:dense

Planting..NOlnon-fertilizer,N1二standardfertilizer,

N2:heavyfertilizer.

Ordinates:nodalnumberofrachis.

Abscissae;numberofgrainsandrachis-branch.

一203一



(B)Norin8

DNc

・＼

・、
～

》

ゐ

　

ノ

、
、
、
≒

己

.,

..

..、.

.,φ

,
づ

.》
.

9

7

5

」

」

SNc

v
へ
○
ノ

、
＼

/

(帖
へ

q
、◎
,↑
、.?
鳶

9

7

5

3

ヤ.

匿

昌b420Z45b昌6420Z46885420246呂

DN

LNa

、い駒

、.,
、
毒 嶺
s

「
t

9
■

画

a

プ
/bノ

9

7

5

3

SN

11

LN

Y
Y

v

5

5

1

..

十Z
璽 、

乞＼

け
戸〆
`騨"幽1'

7

5

5

.l

I.

・、

や 、

哩 へ

向6、

い ト
1ノ

,,9..

■ ■`1邑 ・冒 }

曳

へ
」

,汐

、
、

'

樽

・侮

↓

,・
.、?

。
.・櫓
・.悼

1-

9

7

5

」

8.b.4Zu.Z46昌 隊6屯 どOZ4b昌86イ2σ2`68

DNz

7

璽 『、

5

噸 へ

い
q＼

3

,吻

濫

チ/4ノ

ノγ
」 圏 畠1 IIIj

}

SNz

鯉
喚 へ

サ ＼、
馬 へ

～ へ
oり子
'

r1

戸,/

LNz

9

7

5

5

}

κ ヒi■ と 肺Z・1bH呂64211Z娼6B864202468

(C)Panbila

11

9T

■F

冒

■

層

9
ら

毒

4

LNa咲
、δ
、、、
、
r 、

敵 ノ

u_
SNo

■9

,.・ あ ＼
告 、

◎ 樋

」1

■

■

"

DNa
ρ
'?隻

《 、
、

.

7闇

5t

3-

L層

昌

■

一

9

→
1

や
b「
ゆ
星

}

m'

豊

.孟1.

ふ
、

L馳,

Y

声
'
.;
''.

,'

パ'
〆'■`層塵'邑 ・L

■ ■

7i

5十

J十

1一

・

。 戦
一?、

,声
'99

'
.,

r'
}4y

!Ae

ノ
`■ ■1監 ・

.

5

as

邑1

]Y

一

一

1一

噂 戦

毒'し
,

q● ノ

φ ゴ
'

チ ヅ
φ ノ

'
..
'ノ

」 ・ ■.,● 幽`昌 一'■● イ一

弩b 4 と u tlti 巳 圏012i41618ZOZZ 8 6弓 s 02466巳0121G6 fi 1L U Z465101214

■

LNコ IL 響SN1 DNA
ll一 , i¥
一 6 、 、

一 聖 曳
、 り.' ew 、

va 9 、
9暫 q儀 、 ,

、り
、●

一
曵 ＼

7一

一qへ

、
7一

、

●iδ ・し

yr 1 a v
一 M1 }} ,,一 , u

51 9
'ai

St φ プ
τ

5' 幽 ?ノ
4

!

r
'ρ γ

〆 ,.

騨 6'

ノof

1 」

,.

li

,

層

φ

4

鼻'

■ 幽

ダ
!

oノ'

/`

」!・ ・L昌
幽 幽

」 曹

1,

畠

可0' ノ
ー φ/』

9/
'層」 馳.

Id

マ ノ

φ ㊦/ノ ノ

0,`
ノ

a ● ・'`'一 」 凸 .

▼ 畠唱≠''"邑 ・一

昌h 4 3 u
'zan

b!UL21(16Rl 鰭 64 2 u_qbtlIUILHtl ` z u ]'14tlIU171/

"1
LNz TSNrz DNz

111

e

亀
戦、

職
114 r

胃

, 咳
、

賦 、

YT

e8

噴 、

u騨
-

?, 、
φ や

4T P .t
一 ◆ 鳶 Y4 q● 、、

了臨

..F 4

Q
、
ｮII 7一 6←

一 Φ づ
v十

一 ◎b

舜 φ

町

L』

5騨

Jd

lo

一

購

り

甲

幽

ゆ

嘩

曾

声

》

ノ亀

〆
!ゆ!

〆〆

海
J

51

18

11

.6ヴ

ー ゆ 〆
'

φ 彫'!

白 ρ
ノφ 戸

5P

/4

「

一

響

.

ウ ρ
㊦ 婿'

o〆 '
1ｮ:

●oノ〆

1占戸/亀
隔 塁 」 凡 齢1 丁 1 幽 ノIl・ ・ 畠1 邑 層 曲'剛...塁 二 鮮 「 "_一 _一 砥

昌6・`z。246昌101Z口 鰯64z。2引6ビlo12取`

204一

85.邑202《56幽OI2隅86



岬

N

N

↓

⑩

oo

O

呼

N

N

「

O

O

マ

N

N

「

0

0G

り

騨

N

佃

騨

O

αQ

O

矧

eQ

e煽

.
壱

g

お

あ

ヨ

。
雲

貯

暑

g
8

①
の

㊤
ヨ

馴
。

お

ρ
鶏
目

"
。

・

.
謁
9
¢
σ5
h
ρ
I
oα
鴬

O
σ3
』

あ
」
謁
で
q
O
O
①
臼肇

①
』
θ

¢
O

oロ
q
唱邸
角
bo

蝋
O

』
①
ρ
蜀

口

"
o
I
-
i

ー
①

.琶

壽

お

あ

署

巴

漆

。5
醤

嵐

名

ρ

8

。・属
讐

b。

鯛
。

♂

£
§

緒

U
?

ー

.
」
65
の

」
Φ
q

綴
O
信
σ6
」
ρ
1
ω
遭

O
酪
』

.眺
」
邸
日
霜

q

①
調
ρ

舶
O

」
Φ
ρ
掘
⇒
q

}
O

自
O
宰

O
,
℃
①
」

淵
ρ
写

①
α
眺
の

」
邸
Φ

℃
自
σ5

、
ρ
唱
自
O

ω
9
帽郎
」
切

層
口
甲5

謁
⇔
口
03
」
』
l
q9
順謂
U
邸
」

め

婦
℃
霜
O
O
①
の

Φ
悶
の

、
幽
O
鎧
q5
」
禽
ー
の
州瀦
O
㊧
」

あ
』
蔚
貰
て

α

①
滋
9

自
O

の
口
欝

」
bD

嚇
O

』
①
ρ
目
コ
儲

9
唱

の
Φ
bo
q
邸
調
Q

βq

l

<

.αつ

.bo
一』

「

O

自つ

mD

O

℃

因

ひq

ツ

0

0D

Q

αa

O

博

N

.N

炸

ゆ

鎖D

O
一
印コ

O

貯

N

サq

岬

ゆ

0σ

〇
一
〇Q

ゆ

守

N

N

呼

ψ

〉
.

、

「

(

漁
'

ρ

【つ絆
ノ ーhq.
'、♂

、
＼

レ ・・σ'◎ 層℃ ㌧ 気..盆

(
の
)
卜

印o

り

曽

N

鼻一い ●!＼

声 ＼
!a＼

三..ゼ ・・・ ・・… 、..§

一而「)1、

N

哩

(
ゆ
)
。D

噂
静

,o星 一

N

畔
臣'D 画o

一
"「 ρ 隔 σσ

,.

ジA4、 ・
q◎ 一リレ4一 へ6

、 司
ヒ9 N

)

、
,!≧ ＼=

o

帰

(〆 、 一

巴 ・…ザ い ・・.鯨

蝉

N
マ ♂'`● 」、 、

o,一. の'一

零Qイ
君 ・… σ'・ ～.

塾N 卜 ・1象 層'≧ %T;

Ol.箪'一llll‡ 『『●
,Olll
「一Io門 叫

「

I

N
6一

①7、 ヒーloつ 一. iρ ひ由 一 呼

・.・ ← ◎→ ∠
1 ド一r◎ o

ゴ卜 (一● ■ ・ ・,4剛 ゆ 【 oo
噛 N

. ♂ ag
一

(o
m )一

鴎
2 じ 〆ボ'＼ 『

、

o

.輝 華翁
ノ織

翁,`＼

冥

磐
C

.。 信
隔_≦

,..掌lllll辱

蝉

.ぐ冒

■

1ろ ρつ_
一

■.

・r'■ ＼ 一
1▽ 層「)σ つ 回)ノ

o'
一!

OD

ゆ

一

F圃

■鴎 一_jL一 一■」 」刷L

N

陣

一

一

,.

/.…'σ'㍉ ・・..
,づ'

駆.零

蜂

N

.● μ 一 ▼ ▼一「

唱

q

lo

OD

O

r卜 「

お ζ=}糸=
しlllllll.

σ1「.、loτ つ 一 (ノk● いoHl日. L
N

9'＼ 一
αD 7

圏oご つ 一

噛

～4.●.← ●田o一
守

ま 〆!.＼ 一
o

▽

一

一
o .1.一

● ・ ●,一 ●4
.

αD 4・ …'髄 ・6・認 ・
・,ll,H'1 ,

一

一到 .r.1
』

曾/∩ ＼
O

m

σ愉 ト の 物N 一

哺

N

岬

L

(
ζ6胴

ζ 声 蟹4・ ＼`

く.々 ・冨喝 ・・。.。・'a o
,ψo・ ▼略 ■ ■ ■.凶

o

H/ン
ー㌔ 、

・・■

峠

N

一 ◎D

鎖
た孕需1魂1鱒

一

・享HIH噛Hl 0 咽

∴.3,卜1。 効 一 (

一
,

一 N 卜 戸へ ぐ
..s

OD
一

K 9/訊 o
一

(
0●馬 .◎り4←

J
o

oo

e電

/ぜ ・・・・….、'
,げ ・幽'噴.

1享llHlll.撃

守

N

一

rro

誌/ζ 玲 ＼=
一 .、

ノ'、 、
O

σ1L、 し∩ のH 制
`ざ ●9b・・亙＼
1掌llll・ 零層・(!＼ 顧り 岬 -

σ)〆 ■ .、 r.¶1ら め 一

惹!。
一/

一{・ ㌔.

ゆ

曽

～ ら・● 【D

OD

一

圏

1

己s
N 闇(● O }

o' じ一 一 ρひ 　

'HHI8HHρ
HJ脚b〕 らn一一 ぐ4 ζ ノガ 喚＼ ・の 「

H (

守 ., マ oつ ●o}
▲ 、 ρ 皿 駒

r:7 、り ,…'{・ ㍉.9聖 ⑦ ＼ 「

llHlll甲'「
1

♂イ 鴇,OD 1,

鴨 コ
N

一 〇r、 の 的 刷
一 一 N

1瓢=:層:・ 箆 ,

ノ4,嘱 、、"
一

一

臨●αヘー{● 一 ・一
R

幽 σ1ト.16罰 つ 一

冷 、.(

0 u▼.一 「ρ 一

,

8/＼ 一
σD

一
.(

σD
一

L

の 〆 δ℃ Φ ず 9 〆 一■.● ●+」 F

一 ゐ
♂ 脚 智～ 『

サ

s'{cu

)●
N
一

,`一 謎 ミ

0

αD

一

彌

o' ＼ の
( 」

ノ● ＼ 寸/ぺ
、め.一 ①lr」r⊃ 【り 噌一 一 一

輔

●.晒 ▲ 」N』吟●_

N

曽

L

・『
一一 副l

l胃IHHI‡ ‡

守

N

) 娼

㍉ 孤記 ヒ.o /O 1
一 σ》 卜・,Dρ つ 一

帥 ・早.llH享9芋 墨
脚

【 αう. 一 四 噸

σ}卜10翰 剛
「o 凶 サ 一

血.畠 ▲`乱
【

〆 一}・。 一
,、

♂6＼ 巴
〆 、-

雪

三

讐

Q

▼ ▼ 冒v

一噛

一

の

OD

臼

0

.一

γへ7亀 、 ゲ}
紳

§/_触.1＼1
ゐ 〆b㌧ ・.・

OD

Φ

サ

§!＼ コ
雪
,4艶 噴

OD

ゆ

畑
IN

..
博
)
肖
一
/、
,4鳳::簿・軍lll・HH噌 ひ1←

「
rつ 一 ① 卜lo"一
一 一 飼 V

1

ρり 一 〇 卜1「)o、 一
M一 一 N

困 こh卜 ・Io的 一
一

(
.了

刷 r♂( 一 岬(
o斜貞2 島 ム

ワ 層 丁 ▼ 『.ド
・ゆ の 誌 卜⑩ )

Lニー i一 一… 一
F

㎜

固

7
固

(
ぐ
)

、

一205一



「

N

剛

O
「

oD

ゆ

》

N

N

噂

O

oo

臼

9

0Q

O

噂

N

「

、、o
● 、 、

一

し、 ■

、
●.●、 國

＼
℃ 唱

,......'●h'o… ●

.幽

、
、'● -・・1

「 , , o 1 1 o
層 .n 【り 一

幽

刷

γA、9-4'● 一釧

■

(
㊤
)
卜

陰

N

曽

O

α○

撃

9

印◎

㊤

噸

N

「

!一may
`7
¥

囑

風 "

、

≧＼■
刷

＼ 胴

ひ'層'・'層'●"℃ … ■.,匹

,....

＼
・コ
セ,ll脚Ill ,

巳、or)3つ 一
幽

一

●一 一●.● ● ●r ,

一

N卿

0肖

訓⊃

(
①
)
oO

N

胃

O

oo

9

00

0

"

N

♂ρ噸 へ、●

咽

一

＼
＼ 一

、
●、 輔

`

・'豊'"小 ～ ・
..

、ゆ 一

・こミ

H 911 ● 「o ■

⑦ 「、,o 飾 一
一

」L_■ ●

一

.● 一〇一 ■ ● . .一 〉..

刷

o◎

0

4

0

矧

N

～

爲.!＼.、

誉
＼
●への＼ '
、

r… ～ ・…..息 ..ぺ'
卜' ・膚

コ}1ロ,on嘱

慧

9
0

0σ

o

守

N

N

.囁

N

噂

O

oQ

鯉

ヨ

oo

O

噸

51

㊨

守

N

N

岬

O

守

O

oD

(
O
一
)
①

αD

g

oo

O

曽

N

N

略

o

UQ

0一

〇

㊤

呼

N

N

▼

(
の
一ノ
OQ

●、 、
・ 「♂・へ

、.、

●、Q
、更

●・"●… ●… ● ・. 、ぴ"・
… ●.,

・

,1,1・.1 1
1.Ioρ う 一

N

岬

O

凋「4トq●.v

¥ へ

、
・＼ .

●・・.9噂'◎'℃ ・・o,.鞄
rr甑.

`■
.ll●lllll
σ}1即 「)rつ 一

製

⊆

oo

O

瞭

偲

＼

執

＼

献

.

、
、

.
、

9
、

似

、

●

ポ

へ

け

噸

轟

ゆ

い

イ

ザ

,

「

ノ

田'

`

●

(
。"
)
=

N
一
9

0⊃

O

守

N

国=恥1-。 翰 「N

呼

O

O

。D

日

〇
一
。。

O
.
マ

6●一4臨、
、●げ 、

v
、
、
、
● わ

●・・'o門 ●'"● …● ・・.亀
'9
n●」 。

陣 →一1,1・1 ,
rn 1層IO2つ 一

○ 一Gr9〆._● ● ●1

ぐ曽

翰

喘

..
寸
一
)
①

N

矧

O

oo

.

　

ヒ

.
＼
噸
岡

　

り

、

ひ

、

-

ぐ

a

静

ザ

(
的
)
卜

1._loぐ り 一

O

oD

④
{
図

9

9

00

「
-」 」,、.
♂ ＼ 臥 ・

戦 一

¥J

… ●'層吟 』71◎'… ℃, ,.、
幽

■
y

,lll.,191.

Jrr・,oつ 一 「

.

,へ
國

(
O
ご

O
州

。

O

曽

。噸

N
.岬

(
寸
)
。D

(
㊤
)
①

(
O
。っ
)

∩

.

Ψ

O

(
ゆ
州
)
9

O

oo

雪

醒

,.

コ
コ

,・イ ぴ◎、、 、'
¥
¥.

1＼

げ ・o'."','o"・"つ"● ・・● ・.ひ1

一 σ}lrlo暢 唄
一

(9
的

oo円 )
〇 一

一
噸

N

/σ 刷 ・＼
＼

♂ 。＼

＼ .

.・・げ ・小 ●''"・.・…a織 .

HO1-,On-
N一

(
。D
3の

守

O

辱

へ

辱

ヘ

ビ

、
b

塾

、

.

豊

罫

一

'

ひ

`

σ

〆

ザ

〆

ヴ

げ

●

(
ト
ご

。q
州

一 ①1一 噂 怖 一
一

,

(
の
㊤
)

(
q亀
)

.
の
=

三

.帝

q
。6
お

ー
。。
ヨ
。
頸

℃
器

の口
欝
」
b。

鯛
。

」
①
名

5
自

"
Φ
霧

の
ち
。,
ρ
<

.
ω
ヨ
。
田

舶
o

』
Φ
ρ
§

自

聴

℃
o
口

冨

①
ρ
讐

も
』
〇

三

ヨ
器

山

"

α窺

Φ器

眺
8

ヨ

自
く

一
<

,督

㊤
>
5
8

勢

Φ
」

ρ
①
三

ρ

Φ
謁
θ

℃
濤

な

Φ

お

q

も

g

お

』

署

.ミ

費

"
頚

a

Φ
ヨ

駒
。

お

』
日
毒

Φ
お

Φ
」
乱

.こ

①
曇

β

の
Φ
の
Φ
ヨ

離
該

邑

①
曇

紹

℃
壽

ぢ

。

ヨ

巴

㊤
已
,
Z

」
づ
ε

属

」
2

ヨ

旧
Q
.
お

ρ
日
コ
ロ

【
。5
ρ
3

Φ
為

∩

で
壽

の

、
ρ

お

喝
舅

・。
弼

。
5

琶

」
蔑

①
曇

三

。。寅

Φ
§

乞

.」
墨

ヨ

お

鯛

食

$

調

"
2

、」
①
N
三

貫

①
廟

三

。6℃
壽

窃

一
一
2

、」
墨

ヨ

」
①
旧』

。
三

彦

.留

毛

・$
覧

①
の
・
Φ
で

一
Q

、貰

の
壽

覧

℃
お

℃
器

ぢ

あ

、b。
麟
刷ρ
慧

冠

の
の
富

q
の

日

肖
Z

一206一



4栽 植 密 度、 肥料 水 準 を か えた 場合 の穂 型 の 株 内変 動

下位優勢型のAnthocyaneと 上 位優勢型のPanbilaを 用 いて、栽植密度、肥料 水準をかえ た場合 の株内

の同 じ一次枝梗数を有す る穂 ごとに、各穂軸 節位 の一次枝梗籾数、二 次枝梗数およびこ次枝梗籾数を謁

査 した。両品種 とも標肥区のみ第8図 に例示 した。

Anthocyaneで は一次枝梗数 の少ない穂 になるに したが って、全穂軸節位 とくに、 下位穂軸節位の二

次枝梗数 と二次枝梗籾数が顕著に減少 して中位優勢型 とな り、 さらに、一次枝梗数 の少ない穂では上位

優勢型 となった。

Panbilaで も一次枝梗数 の少ない穂 になるに したが って、全穂軸節位の二次枝梗数 と二次枝梗籾数が

減少 し、 とくに下位穂軸節位 の二次枝梗数 と二次枝梗籾数 の減少が顕著であ った。 しか し、Anthocyane

の場 合 とちが って、 どの栽植密度、肥料水準 において も、株内の一次枝梗数の異なるすべての穂が上位

優勢型を示 した。各穂軸節位 の一 次枝梗籾数 は約6粒 で、 どの区の どの一次枝梗数の穂で も大 きい変動

がみ られなか った。

栽培条件による最長程 の穂型の変動 と株 内分けっ茎の穂型の変動か ら二次枝梗籾数の安定性 に注目す

れば、穂型は次のように要約 され よう

① 下位優勢型の品種 は上位劣勢型である。

② 中位優勢型 の品種 は上位劣勢型であるとともに下位劣勢型で ある。

③ 上位優勢型は安定 した形質で ある。

5穂 形 質 の 品 種 間 差 異

穂 形質 にっいてみる と、生態種 によって次 のよつな特徴ある差異が観察された 。

1)大 粒種、 日印交雑種、 イン ド型 品種は穂体積が大 きいことが認められた。

2)大 粒種は籾 の大 きさと重 さに関する形質すなわち、 ユ00籾 体積 と ユ000粒 重が大 きいために穂体

積が大きいが、一穂あたり総籾数は 日本型 品種 と同程度であ った。

3)イ ン ド型品種 と日印交雑種 は、一穂当た り総籾数が多 く、特に二次枝梗籾数が多いため に穂体積

を大 きく して いた。籾 の大きさと重さに関す る形質は 日本型品種 と同程度で あった。

4)穂 体積の大 きい木粒種、 日印交雑種、イ ン ド型 品種は、枝梗が太 く、また、穂首 の大維管束数が

多 く、断面積 も大きか った。
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6登 熟期間中における穂重増加速度、わら重減少速度およ9収 穫時穂重

日本型11品 種(日 印交雑種の密陽23号 を含む)・ 大粒種9品 種およびイン ド型7品 種を供試 した。

水稲 の登熟期を穂重増加速度 の異なる3っ の相 に分類 した(第9図)。 供試 した多くの品種では、L

Ip(登 熟盛期)で 収穫時穂重の50%以 上が蓄積 される。

登熟盛期の 日数はイ ン ド型品種 よりも日本型品種 と大粒種で長か った。 ζの時期 の穂重増加速度は、

日本型品種 より、 イン ド型品種 と大粒種が より大 きな値を示 した。収穫時穂重 と登熟盛期の穂重増加速

速度 は高い正の相関(r-0.754)を 示 した(第10図)。 日本型品種は収穫時穂 重と登熟盛期の穂重

増加速度 の両者 とも小 さい傾向を示 した。

登熟盛期 の穂重増 加速度 は、同 じ時期のわら重減少速度 とも正の相 関(r-0.612)を 示 した(第11図)。

大粒種は出穂以前 に貯蔵 された同化産物 とともに、 より多 く登熟盛期 に新 たに生産された同化産物で穂

重増加が進行す る傾 向を示 した。

イ ン ド型品種は登熟盛 期の穂 重増加速度が大きか った。 イン ド型品種はsink .sizeを 二 次枝梗籾数で

拡大 し、 しか もその二次妓梗籾 の着生の仕方が上位優勢型で あることによ ってapicaldominaneeの 効 果

を享受 していると考え られる(位 置効果)。

下位優勢型の大粒種 もイ ン ド型に属す る品種 と同 じ高い登熟速度を示 した。大粒種 は、一粒籾sizeを

大 きくすることで上位のsihksiz£ を 大き くするかたちで上位優勢型 の態勢 とな り・apicaldon窪inanee

の効 果を享受 して いる(size効 果)。 このため籾 の数は 日本型 に属す る品種と同 じで もその登熟速度

を大 きくしている(第12図)。
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審 査 結 果 の 要 旨

本研究は,穂 長の他,穂 軸節位別の一次枝梗籾数 二次枝梗数,そ して特に穂軸節位別の二次

枝梗籾数,の 変動パ ターンにより稲の穂型を分類す ることを提起 し,こ の穂型の品種間差異,遺

伝,環 境変異 登熟との関係について検討を加えた ものである。

第一に,以 上のような一つの新 しい穂型分類法を提示 していることを評価できる。著者は二次

枝梗籾着生下位優性型(1型)か ら,同 上位優性型(V型)に いたる5型 を一応類別 している。

第二に,大 粒種,日 本型品種,イ ンド型品種が夫々以上の穂型について特性を異に しており,

大粒種は下位優性型(1～ 皿型),日 本型は中位優性型(皿 ～皿型),イ ンド型は上位優性型

(N～V型)で あることを指摘 していることを評価できる。稲の生態型分化に一つの知見を加え

たものといえよう。

その他,以 上の穂型の遺伝について も解析の第一歩を加えていること,栽 植密度,肥 料水準を

変えた場合,ま た株内の茎のちがいによる非遺伝的な穂型の変化の程度を観察 していること関連

穂形質(穂 体積,籾 体積,等 々)に ついての調査結果をも加えて穂型と登熟 特に登熟速度,登

熟期間の長さなどとの関連性を考察 していることなども,あ わせて評価できるであろう。

稲の多収を実現するためには,茎 葉同化部の改良と共に,主 目的である米の容器のサイズ,籾

サイズ,籾 数,穂 サイズが重要であることは広 く認め られている。本研究は,籾 サ イズ,籾 灘,

穂サイズだけでなく,籾 の着生位置が品種群により異なっていること,そ れに基づいて一つの穂

型分類ができることを指摘 し,さ らにその遺伝,環 境変動,登 熟との関連性などについて も検討

を加えたものであり,稲 育種に有用な新知見を加えており,著 者に対 して農学博士の学位を授与

して然 るべ き もの と認めた。
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